遺伝子解析計画名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（遺伝子解析様式4）

本倫理委員会に計画を申請する時点では，締結に利用予定の覚書（内容記入済み，未署名）を提出し，締結後にコピーを正式提出すればよい．

遺伝子解析に関する覚書　　　ver.20030929
本学研究代表者（以下，「甲」という）と共同研究機関　　　　　　　大学（病院）　　　　　　　講座（科）、共同研究者　　　　　　　　（以下，「乙」という）は，甲が行う遺伝子解析に関して，次の通り覚書を締結する．

第１条（遺伝子解析の目的）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関するヒト遺伝子解析を目的とするものである．

第２条（倫理的問題）

1.　本遺伝子解析は３省「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」ならびに本倫理委員会の定める規定に沿ったものとする．

2.　本遺伝子解析は甲の「本倫理委員会」並びに乙の「倫理委員会」の双方で承認されたものでなければならない．乙の「倫理委員会」が３省「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」に定められた倫理委員会としての条件を満たしていない場合は，甲の「本倫理委員会」の承認をもって代えることができる．

第３条（試料・情報の提供および取扱）

1. 乙は，本遺伝子解析に必要な試料，同試料及び同試料提供者に関する情報を甲に無償で提供する．（試料とは血液，組織，細胞，および排泄物やこれらから抽出したDNAなど人の体の一部をいう）．

2.　甲は，試料・情報を本覚書第１条に定める遺伝子解析目的のためにのみ使用することができる．

3.　乙は，甲への試料・情報の提供の前に，定められた方法で試料の匿名化を乙の施設内にて行わなければならない．

4.　甲は，乙の文書による事前の同意を得た場合を除き，乙より提供された匿名化された試料・情報を，第三者に譲渡，貸与及び開示をしてはならない．

５.　乙は試料の採取を行う場合は，試料提供者に対し事前に十分な説明を行った上で，「本倫理委員会」で承認された書式の文書にて，インフォームド・コンセントを得ていなければならない．

6.　乙は試料提供者に対し，必要に応じて「遺伝カウンセリング」を提供するか，紹介しなければならない．

第４条（遺伝子解析期間）

1. 本遺伝子解析の実施期間は平成　　年　　月　　日から平成　　年　　月　　日までとする．

2.　前項の定めにかかわらず，甲および乙は，協議の上，本遺伝子解析の実施期間を延長できるものとし，その際には文書により確認する．

3.　本遺伝子解析終了時には，甲は乙が提供した試料を定められた方法により保存又は廃棄するものとする．

第５条（遺伝子解析で得られた成果の帰属）

　本遺伝子解析で得られた成果の所有は，甲および乙の事前の協議の結果に従うものとする．

第６条（遺伝子解析成果の発表）

　甲および乙は，本遺伝子解析で得られた成果を学会その他外部に発表しようとする場合には，その内容，時期及び方法等について，事前に相互の承認を得なければならない．

第７条（情報の交換）

　甲および乙は，それぞれが保有しかつ本遺伝子解析の遂行に必要な資料および情報を，求めに応じ相互に開示する．開示された情報は本覚書第１条に定める遺伝子解析目的のためにのみ使用することができる．　

第８条（守秘義務）

　甲，乙およびそれぞれのの担当者は，相手方から開示された資料，情報および遺伝子解析結果ならびに本覚書に関連して知り得た相手方の機密について，事前に相手方の同意を得ない限り，第三者に開示または漏洩してはならない．

第９条（契約期間）

1.　本覚書の有効期間は，締結日より平成　　年　　月　　日までとする．但し，両当事者は本覚書終了後も本遺伝子解析の継続の必要性が生じた場合，遺伝子解析の進め方および取扱について別途終了前に協議して決定する．

2． 前項の規定にかかわらず，本覚書第５条，第６条は本覚書終了後も有効とし，第８条にあげる守秘義務は本覚書終了後も存続する．

第１０条（データの保管）

　甲および乙は，本遺伝子解析に関する計画書，データおよび生体試料取扱に関する文書等を，それぞれ責任を持って保管する．

第１１条（協議）

　本覚書に定めない事項，並びに本覚書に関し変更または修正を要する事項，若しくは本覚書の解釈に疑義が生じた事項については，甲および乙は，誠意をもって協議の上，解決する．

本覚書締結の証として本書２通を作成し，甲乙記名捺印のうえ各1通を保有する．

乙はさらに本書のコピー1部を所属長に提出する．

平成　　年　　月　　日

甲:　愛知県名古屋市千種区楠元町1-100

　　愛知学院大学歯学部

　　役職　　　　　　　　　　　　　　　　
（署名）　　　　　　　　　　　　
乙:　住所　　　　　　　　　　　　　　　　
　　機関名　　　　　　　　　　　　　　　

　　役職　　　　　　　　　　　　　　　　

（署名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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